
　

無
料
化
さ
れ
て
い
た
公
立

高
等
学
校
の
授
業
料
は
、
関

係
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
高

額
所
得
世
帯
は
授
業
料
を
月

額
９
９
０
０
円
徴
収
す
る
こ

と
と
し
、
授
業
料
の
納
付
期

限
や
徴
収
猶
予
等
を
規
定
し

た
。
な
お
、
附
則
で
在
校
生

各常任委員会に付託された案件について、審査した内容と結果を掲載しています。

＜審査した議案・陳情＞

議案  第２号

議案  第３号　

議案  第４号

議案  第７号

議案  第11号

議案  第14号

議案  第31号

陳情  第７号

陳情  第８号

陳情  第９号

霧島市職員の給与に関する条例の一部改正について………………………………  全会一致で可決

霧島市手数料条例の一部改正について………………………………………………  賛成多数で可決　

霧島市立学校授業料等に関する条例の一部改正について…………………………  賛成多数で可決

霧島市ケーブルテレビ施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について…  賛成多数で可決

霧島市いじめ問題対策委員会設置条例の制定について……………………………  全会一致で可決

辺地に係る公共的施設の総合整備計画について……………………………………  全会一致で可決

霧島市学校給食運営審議会条例の一部改正について………………………………  全会一致で可決

場外舟券売場（仮称）「ミニボートピア霧島」の設置計画に関するご賛同を求める陳情書…  賛成少数で不採択

「県民の安全が担保されない拙速な川内原発1・2号機の再稼働を認めない決議」の採択を求める陳情書…  継続審査

場外舟券売り場「ミニボートピア霧島」の設置計画に関する中止を求める陳情書…  賛成多数で採択

総務文教常任委員会

環境福祉常任委員会

産業建設常任委員会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
池
田　

綱
雄　

○
有
村　

隆
志　

平
原　

志
保

　

阿
多　

己
清　
　

中
村　

正
人　

松
元　

   

深

　

塩
井
川
幸
生　
　

池
田　
　

守　

前
川
原
正
人

は
旧
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
を
規
定
し
た
と
の
説
明
。

■問　
２
年
生
は
卒
業
す
る
ま

で
旧
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の

か
。

■答　
２
年
生
と
３
年
生
は
、

旧
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の

で
、
授
業
料
は
卒
業
ま
で
徴

収
さ
れ
な
い
。

■問　
授
業
料
が
徴
収
さ
れ
な

い
分
は
、
一
般
会
計
か
ら
負

担
し
て
い
る
の
か
。

■答　
徴
収
を
し
な
い

授
業
料
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
授
業
料

不
徴
収
交
付
金
で
交

付
さ
れ
る
。

▼
議
案
処
理
で
は
、

日
本
の
教
育
制
度
と

い
う
点
か
ら
も
、
経

済
的
影
響
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
今
ま

で
ど
お
り
徴
収
す
べ

き
で
は
な
い
と
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

霧
島
市
い
じ
め
問
題

対
策
委
員
会
設
置
条

例
の
制
定

　

い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
の
施
行
に
伴

い
、
霧
島
市
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
い
じ
め

防
止
等
の
た
め
の
調
査
研
究

や
、
有
効
な
対
策
を
検
討
、

審
議
す
る
ほ
か
、
学
校
に
お

け
る
い
じ
め
事
案
に
対
し
、

必
要
に
応
じ
て
調
査
を
行
う

「
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
」

を
附
属
機
関
と
し
て
設
置
し

よ
う
と
す
る
も
の
と
の
説

明
。

■問　
委
員
会
の
構
成
、
人
選

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

■答　
国
の
基
本
方
針
で
、
弁

護
士
、
精
神
科
医
、
心
理
や

福
祉
の
専
門
家
等
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
他
学
校
勤

務
の
経
験
者
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ

等
を
想
定
し
て
い
る
。

■問　
対
象
と
な
る
子
ど
も
の

定
義
は
、
高
校
生
ま
で
か
。

■答　
小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
と
幼
稚
部
を
除
く
特
別

支
援
学
校
生
で
あ
る
。

▼
い
じ
め
問
題
に
ど
う
行
政

が
取
り
組
ん
で
い
く
か
は
確

か
に
大
切
だ
。
そ
の
ほ
か
国

分
と
隼
人
に
設
置
し
て
い
る

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
充
実

さ
せ
て
い
く
べ
き
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

溝
辺
町
竹
子
字
外
松
「
宮

川
内
・
稲
荷
辺
地
」
に
お
い

て
、
１
路
線
の
市
道
整
備
を

実
施
す
る
た
め
の
総
合
整
備

計
画
を
定
め
る
も
の
。
内
容

と
し
て
は
平
成
26
年
度
か
ら

４
年
間
で
、
市
道
新
香
線
の

改
良
舗
装
工
事
等
を
行
う
。

総
事
業
費
で
５
０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
と
の
説
明
。

■問　
具
体
的
な
改
良
の
内
容

は
。

■答　
現
在
道
路
延
長
が
９
９

０
ｍ
、
幅
員
が
３
〜
４
ｍ
あ

る
が
、
今
回
は
側
溝
の
な
い

３
２
０
ｍ
に
側
溝
を
整
備

し
、
退
避
所
、
離
合
場
所
を

４
か
所
整
備
す
る
。

■問　
辺
地
対
策
事
業
費
の
充

当
率
等
は
ど
う
な
っ
て
い
の

か
。

■答　
充
当
率
は
原
則
１
０
０

％
で
、
後
年
度
の
元
利
償
還

金
の
80
％
が
普
通
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
有
利
な
起
債
で

あ
る
。

▼
当
該
地
域
住
民
の
声
も
十

分
に
聞
き
な
が
ら
計
画
を
進

め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

学
校
授
業
料
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
高

校
の
授
業
料
徴
収
が
復
活

＜審査した議案・陳情＞

議案  第５号

議案  第12号

霧島市子ども医療費助成条例の一部改正について………　全会一致で可決

霧島市国民健康保険出産費資金貸付基金条例の廃止について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……　全会一致で可決

環境福祉
常任委員会

◎時任　英寛　○宮本　明彦

　徳田　修和　　中村　満雄

　植山　利博　　今吉　歳晴

　蔵原　　勇　　宮内　　博

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
の

小
・
中
学
生
に
係
る
子
ど
も

医
療
費
助
成
の
拡
充
を
目
的

に
、
平
成
26
年
４
月
１
日
よ

り
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
、
保
険
給
付
に
係
る
一
部

負
担
金
の
合
計
額
を
全
額
助

成
す
る
と
の
説
明
。

■問　
今
回
の
改
正
は
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
が
全
額
助
成

の
対
象
だ
が
、
課
税
世
帯
に

つ
い
て
も
拡
充
等
の
検
討
を

さ
れ
た
か
。

■答　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
更
に
総
合
的
に
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
今
回
は

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

い
、
低
所
得
者
世
帯
の
負
担

軽
減
を
考
慮
し
改
正
を
行
っ

た
。

▼
中
学
生
以
下
を
対
象
に
全

額
助
成
実
現
、
現
物
給
付
へ

向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

＜審査した議案・陳情＞

議案  第13号

陳情  第 １号

議決事項の一部変更について……………………………  全会一致で可決

陳情書（「鹿児島県制度資金利用に伴う信用保証料補助制度の創設」について）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………  継続審査

産業建設
常任委員会

◎志摩　浩志　○前島　広紀

　木野田　誠　　中馬　幹雄

　厚地　　覺　　新橋　　実

　常盤　信一　　岡村一二三

　下深迫孝二

木
之
房
団
地
建
替
建
設
工
事

の
請
負
契
約
の
一
部
変
更

▼
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会

で
可
決
さ
れ
た
木
之
房
団
地

の
建
替
建
設
工
事
（
４
号
棟
）

の
請
負
契
約
の
う
ち
、
平
成

26
年
４
月
１
日
以
降
に
施
工

す
る
工
事
費
分
が
、
消
費
税

の
税
率
の
改
正
に
伴
い
増
額

に
な
る
た
め
契
約
変
更
し
た

い
。
当
初
の
契
約
額
は
、
税

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金

貸
付
基
金
条
例
を
廃
止

　

平
成
21
年
10
月
よ
り
、

「
出
産
育
児
一
時
金
等
の
医

療
機
関
等
へ
の
直
接
支
払
制

度
」
が
実
施
さ
れ
、
産
科
医

院
等
が
被
保
険
者
に
代
わ
っ

て
出
産
育
児
一
時
金
の
申
請

及
び
受
領
を
市
に
請
求
す
る

直
接
支
払
制
度
「
現
物
給

付
」
に
移
行
し
た
た
め
、
本

基
金
か
ら
の
資
金
貸
付
が
不

要
と
な
っ
た
と
の
説
明
。

■問　
出
産
育
児
一
時
金
の
額

は
い
く
ら
か
。

■答　
普
通
分
娩
で
42
万
円
、

そ
の
他
分
娩
で
39
万
円
で
あ

る
。

■問　
出
産
費
資
金
貸
付
基
金

５
０
０
万
円
の
処
理
は
ど
う

す
る
の
か
。

■答　
国
民
健
康
保
険
事
業
の

給
付
基
金
に
積
立
て
る
。

込
み
で
２
億
３
４
１
５
万
円

で
あ
っ
た
が
、
平
成
25
年
度

末
に
消
費
税
５
％
で
税
込
み

１
９
１
１
万
円
の
出
来
高
払

い
を
行
い
、
残
り
の
額
に

５
％
か
ら
８
％
に
置
き
換
え

た
場
合
の
契
約
額
が
、
２
億

４
０
２
９
万
４
千
円
と
な

り
、
消
費
税
の
変
更
に
よ
り
、

増
額
は
６
１
４
万
４
千
円
と

な
る
と
の
説
明
。

建て替え建設工事中の木之房団地

09 霧島市議会だより第34号霧島市議会だより第34号 08


